
上演3回目になる今回は、本学のこどもボランティア部の5名の学生が上演に参加しました。
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本年の５⽉11⽇（土）より、対策講座がスタートしました。７
⽉末の教員採用選考試験までに全７回にわたり、教職教養に係る
講義（三重県の教育、生徒指導・教育相談、教職教養模擬、新学
習指導要領、教育時事、⼩論⽂、⼈権教育）と、集団討論・⾯接
を中心に実施していくこととなっています。現職の講師（⼩・中
学校教諭、養護教諭、栄養教諭）をはじめ、本学の短期⼤学部専
攻科及びこども教育学部の学生など20名程が終始熱心に講義に耳
を傾け、また集団討論に真剣に取り組む姿に、非常に感銘を受け
ました。そして、適度に張り詰めた緊張感が、確かな知識と技術
の獲得につながるのだとも感じました。また、現職の講師と学生
が⼀堂に会しての受講は、お互いにとって刺激となり、また、得
がたい学びの場ともなっていました。（坪井守）

医療の進歩や栄養状態の改善により、乳幼児
の死亡率は減少してきましたが、同時に⼦ども
達の生活環境も変化しており、⼦どもを預かる
保育⼠として、それらに対応できる様々な知識
を身につけなければなりません。特に⼦どもの
身体や生理機能の発達過程を知っておくことは、
⼦どもの健康状態を把握するために欠かせませ
ん。幼児教育学3年生は、乳児モデル・ウィリ
アム君と⼀緒に、頼れる保育のスペシャリスト
を目指しています。

⾏事報告

⼥⼦駅伝チーム（陸上競技部）誕⽣！

今回は最近Facebookで紹介された授業も紹介しています。３学年そろうと、それぞ
れが多様な学びを深めていることが分かります。昨年に引き続き、全学生対象に学部⻑
⾯談をしました。今年度の意気込みや⼀部グチも聞きました。また⼤学への参考になる
提言もいただきました。よりよくする改善の参考にします。（ＴＫ）

あとがき

発達・学習・社会・臨床など、教育のために
必要な心理学を扱っているのがこの科目です。
学生たちは幅広い知識を土台にした専門性を発
揮できるよう学んでいます。12名が履修して
おり、講義と⼩レポート・発言の場を組み合わ
せた授業をするようにしています。学生自身の
経験に基づいた意⾒が出てくるので、それらが
将来につながってくれれば、と思っています。
写真は⼩レポートに取り組んでいるところです。

授業紹介授業紹介

本学部には強化運動部で活躍している学生もいます。今年度設⽴され
た⼥⼦駅伝チーム（陸上競技部）１期生の加藤さん（養護１年、部⻑）に、
意気込みをうかがいました。「まだまだ⼒は⾜りていないですが、目標で
ある全国⼥⼦駅伝に出場できるよう、⼀⽇⼀⽇を⼤切に練習に取り組んで
いきます！」。顧問は国際地域学部所属の⼩野圭久先生。箱根駅伝優勝と
いう指導者実績がある陸上界のレジェンド。その⼩野先生が率いるチーム
ということで取材も早速ありました（右写真は紹介記事から転載）。

学童保育論（幼養１年） 保育内容（言葉、幼児２年）

学生インタビューの様子

前期も後半戦！ 今年度第2号の「こども教育学だより」。
多くの学生さんの生き生きと学んでいる姿をどうぞご覧くだ
さい。 （学部⻑ 川又俊則）

「こんにちは！わがまちの社長さん」撮影

５月２３日、市野理事長・学長へのＣＴＹ・ＣＮＳ（ケーブルネッ
ト四日市・鈴鹿）の取材がありました。番組名は「こんにちは！
わがまちの社長さん」。 地元企業のトップが、自社の取り組
みや今後の展望をじっくり語る番組で、今回は特別版です。
撮影隊は３名。今日のお天気は快晴で、撮影日和でした。

理事長・学長の仕事風景の撮影やインタビューのほか、平成
２９年４月に開設された「こども教育学部」の授業風景の撮影
や、学生・教員のインタビューもしていただきました。
幼児教育学専攻は「プレイルーム」と「図書館」での様子、養

護教育学専攻は「模擬保健室」と「看護実習室」での様子を撮
影していただきました。
撮影内容やスケジュールが当初の予定と変わってしまい、

周りはてんやわんやでしたが、何とか、無事終了することがで
きました。 学生の皆さん、先生方、お疲れ様でした。

（久保 さつき）

集団討論をする側・見る側で学びます

「三重県の教育」など重点講義あり

模擬保健室を活用した授業風景

イメージキャラクター
よろこびちゃん

加藤さん（左前）

こどもの保健Ⅰ 翠川 薫

教育⼼理学 齋藤 信

栄養学（養護３年） 保育表現技術演習Ⅰ（音楽、幼児３年）

その後、無事に放映され（6/16-30） 現在は、ＣＴＹ・ＣＮＳのストリーミング放送（http://ctycns-
streaming.evv.jp/#s=2）で見ることができます。放映時間は約１３分。本学部の教員・学生・校
舎なども紹介されています。ぜひ一度、ご覧ください。


